
なぜ？お正月にお餅をつくの？

お正月には、いろいろな場所で餅つきの行事・イベントがありますね。

この餅つきには、『子孫繁栄』『一族繁栄』を願うための行事だと

言われています。餅つきに欠かせない臼と杵は、それぞれ女性・男性を

意味していることが由来だそうです。

また、鏡もちは、年神様と呼ばれる穀物の神様へのお供え物であり、

依り所でもあるとされています。

鏡開きをした後のお餅は、『神様と同じ物を食べて、力を分け与えて

もらう』という意味合いがあるそうです。

あけまして、おめでとうございます。
新しい一年がはじまりましたね。1月は寒さも厳しく、体調も崩しやすい月です。

手洗い・うがいをしっかりして、規則正しい生活を心掛けましょう。

給食室も子供たちが元気に過ごせるように、強い身体つくりをサポートするため、

心をこめて美味しい給食を、作っていきたいたいと思いますので、

よろしくお願いします。

給食だより 春の七草いくついえるかな

＊作り方＊
①すずな・すずしろは食べやすい大きさの

薄切りにし、塩をいれた湯で柔らかく

茹でておく。他の七草もさっと茹でて

粗く刻んでおく。

②研いで水切りした米と、水を鍋に入れ

中火にして煮立たせる。

③煮立ったら、弱火にして一度かき混ぜ、

少し蓋をずらし40分位炊く。

④炊けたら塩を加えて、茹でておいた

七草を入れて、軽く混ぜあわせて出来上がり♪

＊材料＊
• 米

• 春の七草

• 塩

七草粥

七草粥は、1月７日の朝にいただくお粥のことです。

一年の無病息災を祈るとともに、年末年始のごちそう料理などで

疲れた胃や腸を休める、体の疲れをいたわる薬草の効果もあります。

保育園では、１月５日（金）の給食で提供します。
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おせち料理の意味と由来

◆昆布・・・『よろこぶ』の『こぶ』にかけて、よいことがありますように

◆数の子・・・卵が多いことから、子宝に恵まれますように

◆伊達巻・・・巻物の形に似ているところから、知識を深められますように

◆栗きんとん・・・色も黄金色で『金団』と書く。お金や宝物に見立ててお金が

たくさんたまりますように、栗は『勝ち栗』『勝ち』に通じて縁起が良い

◆海老・・・海老のように腰が曲がるまで長生き出来ますように

◆蓮根・・・穴があいていることから、先のことがよく見えますように


